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「港北区ふるさとサポート事業」 

日吉の戦争遺跡ガイド養成講座 
   ふるってご参加下さい。 

 
     日吉台地下壕保存の会は、「港北区ふるさとサポート事業」に応募、助成金を受けて、

今年度新たに二つの事業に取り組んでいます。会員の皆さまの積極的なご参加をお待ちし

ております。 
      ①ガイド体験講座（今年度５回で次年度につなげる。） 
      ②日吉の戦争遺跡のやさしい「ガイドブック」の作成 
 
日吉の戦争遺跡ガイド体験講座     ～戦争遺跡を歩いて平和の語り部となろう～  
第１回  １０月２２日（土） 講演「戦後６０年、アジア太平洋戦争をどう考えるか」  

慶応義塾大学日吉キャンパス 来往舎  13：30～16：00  
  
第２回  １１月１９日（土）  学習「日吉の戦争遺跡」  

                                 ①連合艦隊地下壕をはじめとする海軍施設  
②日吉の空襲と学童疎開  
③大聖院と小嶋萬助  

                                 慶応義塾大学日吉キャンパス 来往舎  13：30～16：00   
  
第３回  １２月１０日（土） 「日吉の戦争遺跡を歩く」（その１）  

                                 連合艦隊日吉台地下壕  
                                 慶応義塾大学日吉キャンパス 来往舎  13：30～16：00  
  
第４回     2006 年１月１４日（土）「日吉の戦争遺跡を歩く」（その２）  

                                 箕輪方面    日吉駅集合    13：30～16：00  
  
第５回    ２月１８日（土）  「日吉の戦争遺跡を通して私達が子どもたち・ 

市民に伝えたいもの」 
 

                                 慶応義塾大学日吉キャンパス 来往舎  13：30～16：00  
  
  対象 市民・学生（高校生以上）                参加費   １５００円（１回３００円）  
  
 申込方法   はがきまたはＦＡＸで住所、氏名、連絡先(Tel・Fax)をご記入の上  
      喜田（港北区下田町 2-1-33:TEL045-562-0443）までご連絡下さい。  
            〆切 １０月１５日（土）     先着３０名  

    日吉の戦争遺跡ガイドブックも、本年度中には発行予定です。 

日吉台地下壕保存の会会報 
第７６号 

日吉台地下壕保存の会 
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日吉台地下壕保存の会 

   「神奈川地域社会事業賞」を受賞 
 

運営委員会 
このたび、神奈川新聞社と神奈川新聞厚生文化事業団が主催する、第１８回神奈川地域

社会事業賞を日吉台地下壕保存の会が他の４団体（「伊勢原市たんぽぽの会」「鎌倉を美し

くする会」「かわさき自然調査団」）とともに受賞することになりました。 
神奈川地域社会事業賞は、福祉･国際交流･教育・文化・環境・町おこし・地域振興など

の各方面で長年地域に貢献している市民レベルの活動団体を対象に選考され顕彰されたも

のです。今回３９団体の応募があったそうですが、日吉台地下壕保存の会が顕彰されたこ

とは、会員の皆さまをはじめ地域の戦跡保存団体や全国戦争遺跡保存ネットワークなど戦

争遺跡の保存運動を通して平和を願う諸団体の支えがあって、そのうえで私たちの地道な

活動が社会的に評価されたものと、ありがたく受け止めております。これまで本会にお力

添えを下さった皆さま方のおかげと、ここに心から感謝しお礼申し上げます。 
私たちは、これからも戦争遺跡の調査・研究・保存運動、そして小学校をはじめ広く一

般市民への見学会を通して社会に貢献していきたいと思っておりますので、引き続きご支

援下さいますようお願い申し上げます。 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２００５年９月２３日（金）神奈川新聞掲載 
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神奈川地域社会事業賞の応募にあたりましては、本会が参考資料を添えて自薦応募しま

したので、活動内容を記した「応募用紙」を併せて下記ご報告いたします。 
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第１３回横浜・川崎平和のための戦争展 
      「昭和２０年“戦争の記憶”をひきつぐ」 
 
   敗戦から６０年、節目の年に「第１３回横浜・川崎平和のための戦争展」が、７月１６

日（土）１７日（日）川崎市平和館で開催され、述べ２５０人の参加者がありました。 
   今年の戦争展の特長として 

① 戦後６０年  アジアの視点で学ぶ（シンポジウムと講演会）  ７月１７日（日）

日本に留学している韓国・中国の学生さんからご自身が受けてきた教育の話を

聞かせて貰い、また、の講演「アジアと歴史対話の意義と課題」から日・中・

韓三国の民間研究者の間で共通の教科書づくりが進んでいるその実践報告を中

心に学んだ。 
② 朗読と語り  大原穣子氏「日本国憲法前文・第九条」（朗読） 

           松尾敦子氏「帰ってきた息子」「まちんと」（語り） 
           須田倫太郎氏「火山灰地」より冒頭部分（朗読） 

③ 戦争の記憶を絵にして残す 
                多くの市民の協力で戦争体験の絵画が展示された。（３３作品） 

④ 実物資料に接する。陸軍登戸研究所の「状況報告書」「偽札」などの未公開資料

を含む実物資料の展示  
⑤ 神奈川県の戦争遺跡を整理して写真展示したこと 
 

他にも当日はＮＨＫはじめマ

ス・メデイアでも紹介され、８月１

５日のＮＨＫのニュースでも登戸

研究所の偽 札印刷を行った直接

の担当者（大阪在住）とのインタビ

ューが報道された。 
  今年は実行委員を多くの市民に

呼びかけ、「戦争展」に参加して貰

ったり、また横須賀「貝山地下壕保

存の会準備会」からも写真「空襲紙

芝居」の作品が寄せられ、今まで以

上の取り組みと広がりを見ること

ができた。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 戦後６０年  アジアの視点で学ぶ 
（シンポジウムと講演会） 

戦争の記憶を絵にして残す 
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○ 報告 

運営委員 亀岡敦子 
 戦後６０年の節目の今年は、新

聞もテレビも特集をくんで「あの

戦争」をつたえようとしています。

また戦争に関する出版物はおびた

だしい数にのぼり、映画やアニメ

ーションの制作上映もさかんです。

また市民による様々な催しもの多

く、なかでも特筆すべきは、これ

まで口を閉ざしていた戦争体験者

が、自らの方法で、戦争を語り、

２度と戦争をすることのないよう

にというメッセージを伝え始めた

ことです。 
これらは戦争の記憶の風化をふ

せぐ意味において、おおいに歓迎

すべきことでしょう。しかし、すべて両刃の剣のあやうさを持っているように思えます。

関わりをもつひとりひとりの知識の質量と、考え方によっては、正反対のメッセージを発

信することになりかねないからです。 
今年で１3 回目をむかえた川崎・横浜平和のための戦争展は、最初から、「私の街から戦

争が見える」という大きなテーマを根底に置いてきました。私たちが当たりまえのように

住んでいる地域にのこる戦争遺跡から、戦争の愚かしさと悲惨さを知ってもらい、平和の

尊さを考えるきっかけにして欲しいとの願いからです。言い換えると、日本中ある意味で

戦場だった、ということになります。 
「横浜・川崎平和のための戦争展」１０，１１，１２回は、慶應義塾大学日吉キャンパ

スの来往舎を会場に、「日吉学術フロンティア～空間と人間～」との共催で行われました。

「日吉キャンパスにみる戦時下の青春」が、３回の共通テーマでした。楽しげな笑顔の現

代の学生が行き交う同じ場所に、ゲートルを巻き、銃を肩にした６０年前の学生が写って

いるのです。あまりに残酷な二重写真です。しかし、これら、戦時下に青春をおくらざる

をえなかった、そしてそのなかの何人かは、二度と学園に戻ることができなかった、そん

な青年たちの写真には、私たちに強く訴えるものがあります。戦争は歴史の教科書の中に

あるのではなく、連続する日常の中

の現実であることを、実感させられ

るのです。 
１３回目の今年は、７月１６，１７

日の二日間、川崎市平和館で開催し

ました。テーマを「昭和２０年 戦

争の記憶 をひきつぐ」と決めまし

た。「記憶」というような抽象的で

しかも私的で形の無いものをひき

つぐとは、どういうことなのか、果

たして可能なのでしょうか。しかし、

戦後６０年たったいま、物言わぬ戦

争遺跡の中にある、「戦争の記憶」 朗読と語り 
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を語らせなくては、日吉台や蟹ヶ谷の地下壕は、ただのトンネルのようなものにすぎない

し、登戸研究所の跡をとどめる木造建物は、近代的なキャンパスにある不釣合いな古い廃

屋にすぎません。まず、そこであった事実と、そこに関わった人の行動と思いと、そこが

戦史のうえでどんな役割をはたしたのかを、正確に知り、つぎに、それを具体的に解りや

すく伝えなければならないと思います。 
今回新たな展示にくわえたものに、連合艦隊司令部が送受した沖縄戦などに関する電報

のコピーや、登戸研究所で印刷された中国紙幣の偽札などの実物資料があります。 
また神奈川県全域の戦争遺跡について地図や写真を展示し、私たちの住むこの県が、い

かに戦争と深くかかわっていたかをしめしました。新井揆博氏作成の「神奈川県の戦争遺

跡リスト一覧」には、７９箇所の戦

争遺跡がのせられています。 
「個人の記憶をひきつぐ」ための、

今年はじめての試みとして戦争の体

験を絵に残してもらい、「市民が描

いた“戦争の記憶”」として展示しま

した。呼びかけに応えて１０人以上

の方が、空襲や疎開の絵をよせてく

れました。何十年も絵を掻いたこと

がない、という人もいたのですが、

どの絵にも人の心を動かす何かがあ

りました。体験を聞き、体験を読み、

体験を見ることによって、人から人

へ伝えてゆくことができるのではな

いか。そんな確信を持ちました。 
１６日午後、大原穣子さんと松尾敦子さんの二人の女優さんによる、朗読と語りを聴き

ました。ひとの生活そのものである方言でかたられる憲法の条文や民話は、しみじみと胸

にしみわたり、大声でさけぶより力強く平和を訴えかけたのです。 
１7 日は、アジアの隣人たちと過去を共有し、未来に引き継ぐということを、考えた一

日でした。午前中は、シンポジウム「アジアにおける戦争体験の継承」があり、大学院で

学ぶ中国と韓国からの３人の留学生と、日本からも２人の大学院生がくわわり、率直な意

見がかわされました。 
午後は、大日方純夫早稲田大学教授の講

演「アジアとの歴史対話の意義と課題」が

ありました。氏は日中韓の歴史学者が共同

編集し、今年５月、同時出版された日本側

の責任者です。出版までの困難さは、控え

めな話からも推察できましたし、その内容

からも、歩み寄ることの多難さを認識しま

した。しかし今、さまざまな分野で交流が

始っていることを思えば、隣人たちとの付

き合いは確実に新しい段階に踏みだしてい

ることは、間違いありません。 
私たちの会のこれからをどうすれば良い

のか、じっくりと考えさせてくれた「平和展」でした。くじけないで、無理しないで、続

けることこそなにより大事。 

講演 大日向純夫氏（早大教授） 

東アジア近現代史 
『未来をひらく歴史』（高文研） 
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第９回戦争遺跡保存全国シンポジウム 
   長崎大会成功裡に開催・終了 
    
 被爆、敗戦６０年の節目の年、第９回戦争遺跡保存全国シンポジウム長崎大会は８月２

０日（土）～２２日（月）まで３日間に渡り、被爆地長崎市内で述べ２５０名が参加し、

開催されました。日吉台地下壕保存の会からは６名、神奈川県内からは１１名が参加し、

被爆の戦跡を巡り、シンポジウム、分科会に参加、また懇親会などで全国の保存団体と交

流、情報を交換しました。 
  【フィールド・ワーク】大会に先立って、２０日（土）午前中フィールドワーク「被爆

遺構巡り」が三つのコースに分かれて行われ、百人近い参加者がありました。真夏のうだ

るような暑さの中、現地の「退職教職員の会」の方々はじめ熱心に「爆心地公園」などを

案内してくださり、６０年前の被爆の悲惨さを間近に知ることができました。また第三日

目の２２日（月）には   
 ①資料館巡りコース  
②ピース・クルーズ端島（炭坑跡）見学    と二つのコースに分かれて見学会が行われま

した。 
  【大会】 
 《第一日目》午後からの大会は長崎市、長崎港を一望に見る山頂の老舗旅館「矢太楼・

南館」で行われ、長崎大学の中国、韓国人留学生によるソプラノ、テノール独唱で幕を開

けました。 
  『基調報告』主催者、地元代表、来賓挨拶の後、「全国戦争遺跡保存ネットワーク９年の

取り組みと到達点」と題して戦跡保存全国ネット代表村上有慶氏より基調報告がありまし

た。村上氏は戦後の戦跡保存の動向と９回にわたる全国シンポジウムの足跡とを振り返り、

「２００５年６月現在、指定文化財、登録文化財となった戦争遺跡は国指定文化財（広島

原爆ドームなど７件）、国指定登録有形文化財３５件はじめ計１０４件になる。１９９０年

沖縄県南風原陸軍病院壕の先駆的な文化財指定以降、１４年余の短期間での、行政、学会、

市民運動の高まりの成果として、この件数は高く評価できる。しかし中には横須賀の旧海

軍航空技術廠本庁舎のように指定を受ける前に取り壊されてしまった戦争遺跡もある。」

「目から消えるものは記憶からも消える。」「負の遺産をどう残すのか」「どう次世代へ平

和を伝えていくのか」と問いかけ、「戦跡保存運動の取り組みがさらに必要である。」と報

告されました。 
 この報告を聞いて日吉台地下壕群と旧海軍連合艦隊司令部の建物は国による調査が行わ

れ、報告が待たれている段階ですが、全国の状況を見ても、その歴史的重要性から見ても

当然早期の文化財指定、保存が行われなければならないという思いを新たにしました。 
  『特別報告』その後地元より特別報告として地元実行委員会 高実康稔氏「長崎におけ

る韓国・朝鮮人強制連行と被爆」在外被爆者支援連絡会 月川秀文氏「在外被爆者裁判の

経過と今後の課題」がありました。戦後６０年、戦争の被害と加害、両側面から運動を進

められている、まさに地元でないと分からない戦争の実相が伝えられました。              
   『分科会』第一分科会「戦争遺跡保存運動の現状と課題」報告数  ７ 
             第二分科会「調査方法と保存整備の研究」    報告数  ５ 
             第三分科会「平和博物館と次世代への継承」 報告数  ５ 
分科会は２０日（土）２１日（月）両日に渡って「矢太楼」内各会場で行われました。 
日吉台地下壕保存の会は、第一分科会に３名が参加し、発表を行いました。（詳細：後述） 
《第二日目》 
  『記念講演』午前中の分科会に引き続き、午後から、全体集会・記念講演 前長崎市長 
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本島等氏「信教の自由は長崎から－浦上四番崩れ－」

「原爆投下は正しかったか－戦争責任を考えずに核

廃絶は語れない－」が行われました。「浦上崩れ」と

は江戸時代長崎の浦上で４回に渡って行われたキリ

シタン弾圧のことですが、開国後明治新政府も列強

からの抗議で、信教の自由を認めざるを得なくなっ

た、信教の自由は長崎から始まったことから説き起

こし、長崎の原爆投下で、浦上に住んでいたキリス

ト教徒も、朝鮮の人々も亡くなった。日本が行った

戦争の加害責任を考えずに核廃絶は語れないという

本島氏の持論を訥々と展開されました。著名な元市

長の講演にホール一杯に集まった聴衆は暑さも忘れ

て聞き入っていました。 
   ※本島氏の「原爆投下は正しかったか 戦争への加害責任を考えずに核廃絶は語れな

い」の冊子は、本会運営委員会で保管しています。ご覧になりたい方は本会運営委員まで

お問い合わせください。 
  講演後分科会報告、大会アピールが採択され、大会は幕を閉じました。 
『ネットワーク総会』活動報告、財政、活動方針などが話し合われました。全国ネット設

立団体である保存の会は次年度も引き続きネットワークを支える取り組みが必要です。 
   次回第１０回大会は、２００６年８月群馬県伊香保温泉で行われることが決められまし

た。 
 
○ 第一分科会報告要旨 

神奈川県の戦争遺跡 
―横浜・川﨑の戦争遺跡の現状と保存運動の課題― 

運営委員 新井 揆博 
今年が戦後６０年の節目の年ということもあって、私たちは、ここ数年の活動を整理し

て戦跡保存全国シンポジウム長崎大会に報告し、各地の研究や運動から学んできました。

以下、第一分科会「戦争遺跡保存運動の現状と課題」（８月２１日）に報告した要旨を下記

に紹介します。 
１ 文化庁が進めている神奈川県の戦争遺跡の詳細調査 
  全国の指定文化財・登録文化財に指定された戦争遺跡は１０４件（０５年８月現在）。 
  神奈川県が文化庁に報告した戦争遺跡所在調査報告は３３件（０２年７月１日）。文化

庁は、このうち１２件を詳細調査の対象として調査に入ったが結果報告は遅れている。 
２ 神奈川県の戦争遺跡の特長 
  戦争遺跡は全国的に見ても県レベルで見ても文化庁がいっているより遥かに多い。質

的にも多岐にわたっている。特に神奈川県は、首都東京に隣接していつこともあって明

治以来軍事上の枢要地帯が形成された。横須賀は世界屈指の軍港で今も多くの戦争遺跡

が残る。昭和１０年代、相模原は陸軍士官学校を始めとする軍都となった。アジア太平

洋戦争末期には、連合艦隊司令部は海から陸に上がり地下に潜った。神奈川では早くか

ら軍需を賄う京浜工業地帯が形成された。だから、川崎・横浜大空襲など大きな被害を

蒙った。小田原空襲は４５年８月１５日未明のことだった。このように神奈川には加害

や被害の側面を持った沢山の戦争遺跡が残っている。   
３ 戦争遺跡の消滅危機と保存への道 
  一方、全国に数万をこえる戦争遺跡の多くは、開発に伴う破壊や、何ら保存対策がほ

記念講演  
本島等現地実行委員会代表（前市長） 
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どこされないまま、風化・改変・消滅の危機に直面している。このことは神奈川県におい

ても同様で、①艦政本部地下壕の場合 ②航空本部地下壕の場合 ③蟹ヶ谷地下壕の場

合を例にして問題提起した。戦跡保存に消極的な行政に対して、戦跡保存全国ネットの

協力を得て、広く世論に訴え行動することの大切さを報告した。 
４ 地域に根ざし再び戦争を起こさないもう一つの平和発信 
１） 第１３回 川﨑・横浜「平和のための戦争展」をどのような観点で取り組んだか 
 ①戦後６０年アジアの視点で学ぶ。②大原穣子「日本国憲法前文・第９条」をはじめ

と知る朗読と語り。③戦争体験者の協力で戦争の記憶を“絵”にして残す。④戦争の実

物資料に接する（陸軍登戸研究所）。⑤写真展示を含め神奈川戦争遺跡の所在を知る。 
２） 横浜市港北区支援を受けて「ふるさとサポート事業」に取り組む 
 ①「戦跡ガイドブック」を作り小中学生自らの平和・調べ学習のサポートに生かす。

②広く市民を対象とした戦跡ガイド養成講座をして平和への語り部を増やす。 
 ３）蟹ヶ谷地下壕保存の会では 
  地下壕の補強工事も一段落し、保存の会では近く地下壕周辺の自然環境保全とあわせ

た地下壕の史跡指定と市民への内部公開に向けて川崎市行政への運動が展開される方向。 
５ 私たちの戦跡保存運動の課題 
  今日の戦争遺跡の保存状況は、放置しておくと破壊・消滅の危機が極めて高い。今迄

にも増して地域に根ざした地道で幅広い活動が求められている。          
   
 
○ フィールドワーク 
 
 
 
 

爆心地南東 800ｍ
山王神社被爆「片

足鳥居」に向う見

学者 
坂本町民 700 人

が犠牲になった

殉難の碑 

爆心地東 600ｍ長崎医科大学正門門柱（7
ｔ）が爆風で前方に９cm 傾き隙間を飛んで

きた砂礫が埋めた 

爆心地北東 500ｍ浦上天主堂前庭

の熱線爆風で黒焦げになった聖人

の痛々しい石像 
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○ 長崎大会に参加して 

      運営委員 岩崎 昭司 
 今回で、戦争遺跡保存全国シンポジウムへの参加は、

神奈川・山梨・千葉・長崎と 4 回目ですが、これまでの

3 回は聞くだけでした。 
 今大会では、21 日午前中 3 番目の発表になり、私は

今回初めて日吉台地下壕保存の会・蟹ヶ谷地下壕保存の

会両会の有志の一人として、第一分科会報告「横浜・川

崎の戦争遺跡の現状と保存運動の課題」の中の一部分、

「第 13 回川崎・横浜平和のための戦争展に取り組んで」

の部分を、約 4~5 分で発表しました。下準備もせずに、ぶっつけ本番で発表してしまいま

した。司会者から後何分と指示された途端に、自分が後何を話したら、何分かかるのか？急

にパニクッてしまい、その後、何を話したのか記憶にありません。なんとか自分の発表が終

り、後で考えてみたら、自分で思っていた以上に、自分が話したかった事を話して無い事に

気がつきました。勉強不足ですね！人前で話す事の難しさを実感しました。やはり下準備は 

報告 岩崎・喜田 
 

1959 年に再建され

た浦上天主堂 浦

上地区には 12000
人に信徒がいたが

8500 人が爆死した

という 

爆心地のモニュメント（1968 年

建立）地下数ｍには被爆当時の

地層が残っている 

直径 5.5ｍ50t ある鐘楼ドームも 35m
はなれた川に吹き飛ばされた 

爆心地北 300ｍ平和公園に残る長崎刑

務所跡 中国朝鮮人を含め 135 人全

員が即死 

ピースクルーズ「端

島（軍艦島）」の洋上

見学 1974 年 4 月

以降無人島となる 
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必要である事も感じました。 
 今回は私にとって大変な経験をする事が出来ました事は、会員の皆様のご協力のお陰があ

って体験する事が出来ました。ありがとうございます。 
 私にとって、長崎は 34 年ぶりの来訪でした。その前は、4 年間で 6 回ほど来ていますが、

路面電車に乗り感じた事は、電車の走る軌道は変っていませんが、周りの景色が変っている

事、観光長崎が前面に出ている事にびっくりしました。あまりにも変わっているので、何も

わからず浦島太郎になってしまいました。 
                                                                                               
 図書紹介  
    日中韓３国共通歴史教材委員会編    日本・中国・韓国共同編集 
「未来を開く歴史－東アジア３国の近現代史－」（高文研    １６００円＋税）                                          
  戦争展で大日方純夫先生（早大教授）がご講

演の中で、その編集の過程、難問、苦労話も含

めて紹介された図書です。日本語、中国語、韓

国語で、しかも戦争という重い内容を被害と加

害の当事国の人々が共同編集していくという画

期的な歴史書です。これまでにこのような歴史

書があったでしょうか。戦後６０年、戦争の被

害と加害の当事国が過去を歴史認識の中で克服

することは既にドイツでは行われていることと

大日方先生は話されました。１９７０年代からポーランドとの間で教科書協義を行ったの

を始め、他の国々との間でも「過去の克服」のためにナチによる加害（戦争責任）の追求

と犠牲者への補償、そして繰り返さないための教育が行われてきました。日本では戦後、

一億総懺悔と東京裁判による免罪（戦犯の復権）、アメリカの占領政策などにより、また近

現代史が殆ど教えられない日本の歴史教育の状況の中で、曖昧な歴史認識のまま推移して

きました。（講演資料より） 
  戦後６０年、アジアでもここにようやく“開かれた歴史認識の共有”をめざす試みが始

まったのです。 
この本は日・中・韓３国の研究者・教師・市民によって２００２年３月「第１回歴史認識

と東アジアの平和フォーラム」が中国・南京で持たれて以来“３年間、１０回の国際会議

を重ねて、共同編集・執筆した近現代史の入門書”（帯封より）です。言葉の違い、立場の

違い（原爆投下、東京大空襲など日本の被害を日本が招いた結果だという中・韓の見方な

ど）を乗り越え、正確な叙述・歴史的事実の検証・評価（例えば中・韓の朝貢関係をどう

見るかなど）を期し、前提となる事実（例えば武士・両班・郷紳など）の相違を確認し、

表現と叙述の方法（例えば南京事件の叙述）、呼称・用語（認識）の問題（例：韓国の「併

合」か「強占」か等）を確かめ、正に数々の困難と苦労を克服して、ようやく刊行に至っ

たのがこの本です。 
その間、国際会議ばかりでなくインターネットやメール、ＦＡＸなどで連絡を取り合い、

情報の交換が行われました。ＩＴ時代の２１世紀でなければできない書といえるでしょう。  
  『自国中心の歴史は２１世紀には通用しない。』（帯封より）国際的な、グローバルな、

人類史的な立場からの東アジア近現代史の入門書として最適だと思います。「大東亜戦争」

という中・韓の人には反発を受ける用語であの戦争を位置づけようとする、他国の人には

あまり見せれない“国家（国粋）主義的歴史教科書”と比較して読むのも一興かもしれま

せん。ＪＡＰＡＮ ＴＩＭＥＳにも紹介され、英語版も近く刊行の予定とか、世界の国々

に広がる可能性があるというのも当然と思われます。（文責：谷藤） 
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●活動の記録  ２００５年７月～９月 

７/５  地下壕見学会 日吉台小学校６年生１１０名 

    第３回運営委員会 会報７５号発送（慶応高校物理教室） 

７/８   平和のための戦争展実行委員会（法政二高教育研究所）  

７/９  定例見学会 ３７名  

７/１４ 平和のための戦争展展示準備作業（日吉地区ｾﾝﾀｰ） 

７/１５ 平和のための戦争展準備（川崎市平和館） 

７/１６～１７ 第１３回川崎・横浜平和のための戦争展（川崎氏平和館）参加者２５０名 

７/２５～２９ 「日吉台地下壕写真展」（すとう信彦と市民政治バンド事務所） 

７/２８ 第４回運営委員会（日吉地区ｾﾝﾀｰ） 

８/４  「港北区ふるさとｻﾎﾟｰﾄ事業」略称（ふるサポ）について相談会（日吉地区ｾﾝﾀｰ） 

８/９  「ふるサポ」相談会（菊名ジョナサン） 

８/１４ 戦争遺跡保存全国ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ長崎大会の発表資料印刷（かながわ県民ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ） 

８/２０～２２ 第９回戦争遺跡保存全国ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ長崎大会 運営委員他９名参加 

８/３１ 「ふるサポ」相談会（菊名ジョナサン） 

９/２  「ふるサポ」相談会（菊名ジョナサン） 

９/６  第５回運営委員会（慶応高校物理教室） 

予定 

９/２４ 定例見学会 

９/３０ 第６回運営委員会 会報７６号発送（慶応高校物理教室） 

 

☆☆地下壕見学会について☆☆ 

 地下壕見学用入り口近くの斜面修復工事は９月２日に終了しました。９月２４日から定

例見学会を再開します。（毎月第 4 土曜を予定 変更もあります）見学会について７,８月

中も沢山のお問い合わせがあり、待って頂く状態でしたので 10･11 月の定例見学会も定員

に達しそうです。夏休み中、中・高生の見学希望には案内できなくて残念でしたが、ビデ

オ・ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄなど資料を見てもらいました。地上を歩いて地域の方を訪ね、レポートを書い

たという電話も頂きました。10月から「ふるサポ」の「ガイド養成講座」を始めます。皆

様の参加をお待ちしています。（見学のお問い合わせは窓口まで TEL・FAX045-562-0443） 

 
 
 ▲定例見学会は毎月第４土曜日に行っています。なお日程が変わる場合もありますので 
必ず見学窓口に申し込んでください。 （見学申込先 ＴＥＬ＆ＦＡＸ045-562-0443   喜
田） 
  
   連絡先（会計）亀岡敦子：港北区白幡向町 20-49     045-402-9090  
        （見学会・その他）喜田美登里：港北区下田町 2-1-33  045-562-0443  
   ホームページ・アドレス：http/www.geocities.HeartLand-Hanamizuki/2402  

 
  日吉台地下壕保存の会会報               （年会費）一口千円以上  
       発行   日吉台地下壕保存の会   郵便振込口座番号  00250-2-74921  
       代表   大西章             （加入者名）日吉台地下壕保存の会  
       日吉台地下壕保存の会運営委員会  

      


